
 
  第 17 号議案 品川区歩行喫煙および吸い殻・空き缶等の投げ捨ての防止

に関する条例の一部を改正する条例 

 

１ 改正する条例 

  品川区歩行喫煙および吸い殻・空き缶等の投げ捨ての防止に関する条例 

（平成 15 年３月 31 日条例第５号） 

 

２ 改正の背景 

  本条例により、公共の場所における喫煙などを規制しているが、区民等から

喫煙に関する苦情、規制強化を求める声が多く寄せられている。また、令和６

年７月に実施した喫煙に関する実態調査においても、調査した区内 20 駅周辺

のすべてにおいて、迷惑性、危険性が否定できない喫煙状況が確認された。  

これらを受け、改正健康増進法、東京都受動喫防止条例の趣旨を勘案すると

ともに、令和６年 12 月に実施したパブリックコメントの結果を踏まえ、公共

の場所における喫煙に関する規制強化を図るもの。 

 

３ 改正概要 

 ⑴ 条例名 

【現行】品川区歩行喫煙および吸い殻・空き缶等の投げ捨ての防止に関する

条例 

【改正】品川区公共の場所における喫煙および吸い殻・空き缶等の投げ捨て

の防止に関する条例 

 ⑵ 規制強化 

【現行】区内全域の公共の場所における歩行喫煙禁止（努力義務） 

 

 

 

【改正】区内全域の公共の場所における喫煙禁止（罰則なしの禁止規定） 

 

 

 

※路上喫煙禁止・地域美化推進地区の規制～現行のまま（罰則あり） 

 

４ 新旧対照表 

別紙参照 

 

５ 施行 

令和７年７月１日（火） 

区 民 委 員 会 資 料 

令和 ７年 ２月 2 5 日 

地域振興部地域活動課 

何人も、公共の場所において、歩行中（自転車乗車中を含む。）に喫煙をしない

ように努めなければならい。 

何人も、公共の場所において、喫煙してはならない。ただし、規則で定める指定

喫煙場所においては、この限りでない。 
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品川区歩行喫煙および吸い殻・空き缶等の投げ捨ての防止に関する条例の一部を改正する条例 新旧対照表 

 

改正後 改正前 

品川区公共の場所における喫煙および吸い殻・空き缶等の投げ捨ての

防止に関する条例 

品川区歩行喫煙および吸い殻・空き缶等の投げ捨ての防止に関する条

例 

（目的） （目的） 

第１条 この条例は、公共の場所における喫煙および吸い殻・空き缶等の投

げ捨てを防止することについて必要な事項を定め、区民の良好な生活環境

を保全し、快適で住みよい地域社会の形成に寄与することを目的とする。 

第１条 この条例は、歩行中の喫煙および吸い殻・空き缶等の投げ捨てを防

止することについて必要な事項を定め、区民の良好な生活環境を保全し、

快適で住みよい地域社会の形成に寄与することを目的とする。 

（定義） （定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該

各号に定めるところによる。 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該

各号に定めるところによる。 

(１) 吸い殻・空き缶等 たばこの吸い殻、空き缶、空きびん、ペットボ

トル、紙くずその他のみだりに捨てられることによって生活環境の悪化

につながるものをいう。 

(１) 吸い殻・空き缶等 たばこの吸い殻、空き缶、空きびん、ペットボ

トル、紙くずその他のみだりに捨てられることによって生活環境の悪化

につながるものをいう。 

(２) 投げ捨て 吸い殻・空き缶等をこれらを収納または収集するために

定められた場所以外の場所に捨てることをいう。 

(２) 投げ捨て 吸い殻・空き缶等をこれらを収納または収集するために

定められた場所以外の場所に捨てることをいう。 

(３) 区民等 区民および区内に勤務し、在学し、もしくは滞在し、また

は区内を通過する者をいう。 

(３) 区民等 区民および区内に勤務し、在学し、もしくは滞在し、また

は区内を通過する者をいう。 

(４) 事業者 区内で事業活動を行う法人その他の団体および個人をい

う。 

(４) 事業者 区内で事業活動を行う法人その他の団体および個人をい

う。 

(５) 公共的団体 町会、自治会、商店会その他の団体をいう。 (５) 公共的団体 町会、自治会、商店会その他の団体をいう。 

(６) 関係行政機関 区の区域を管轄する警察署、消防署、国道および都

道の管理事務所その他の関係行政機関をいう。 

(６) 関係行政機関 区の区域を管轄する警察署、消防署、国道および都

道の管理事務所その他の関係行政機関をいう。 

(７) 公共の場所 道路、公園、広場その他の公共の用に供する場所をい

う。 

(７) 公共の場所 道路、公園、広場その他の公共の用に供する場所をい

う。 

（区長の責務） （区長の責務） 

第３条 区長は、この条例の目的を達成するため、具体的な諸施策を総合的

に推進しなければならない。 

第３条 区長は、この条例の目的を達成するため、具体的な諸施策を総合的

に推進しなければならない。 

別 紙 
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改正後 改正前 

２ 区長は、生活環境の保全について、区民等の啓発に努めるとともに、区

民等の自主的な地域美化活動を支援しなければならない。 

２ 区長は、生活環境の保全について、区民等の啓発に努めるとともに、区

民等の自主的な地域美化活動を支援しなければならない。 

３ 区長は、第１項に規定する施策の実施に当たっては、関係行政機関と密

接な連携を図らなければならない。 

３ 区長は、第１項に規定する施策の実施に当たっては、関係行政機関と密

接な連携を図らなければならない。 

（区民等の責務） （区民等の責務） 

第４条 区民等は、自宅周辺を清浄にするなど、良好な生活環境の保全に必

要な措置を講じるよう努めなければならない。 

第４条 区民等は、自宅周辺を清浄にするなど、良好な生活環境の保全に必

要な措置を講じるよう努めなければならない。 

２ 区民等は、地域における連帯意識を高めるとともに、相互に協力して快

適で住みよい地域社会の形成に寄与するため、自主的な地域美化活動を推

進するよう努めなければならない。 

２ 区民等は、地域における連帯意識を高めるとともに、相互に協力して快

適で住みよい地域社会の形成に寄与するため、自主的な地域美化活動を推

進するよう努めなければならない。 

３ 区民等は、この条例の目的を達成するため、区および関係行政機関が実

施する施策に協力しなければならない。 

３ 区民等は、この条例の目的を達成するため、区および関係行政機関が実

施する施策に協力しなければならない。 

（事業者等の責務） （事業者等の責務） 

第５条 事業者および公共的団体（以下「事業者等」という。）は、事業活

動等を行うに当たり、周辺住民等のため自己の施設およびその周辺を清浄

にするなど、快適で住みよい地域社会の形成に寄与するため必要な措置を

講じるよう努めなければならない。 

第５条 事業者および公共的団体（以下「事業者等」という。）は、事業活

動等を行うに当たり、周辺住民等のため自己の施設およびその周辺を清浄

にするなど、快適で住みよい地域社会の形成に寄与するため必要な措置を

講じるよう努めなければならない。 

２ たばこ、飲料、食料等の製造、加工、販売等を行う事業者は、吸い殻・

空き缶等の投げ捨てを防止するため、消費者の意識啓発を図るとともに、

吸い殻・空き缶等の回収その他必要な措置を講じなければならない。 

２ たばこ、飲料、食料等の製造、加工、販売等を行う事業者は、吸い殻・

空き缶等の投げ捨てを防止するため、消費者の意識啓発を図るとともに、

吸い殻・空き缶等の回収その他必要な措置を講じなければならない。 

３ 自動販売機の設置または管理を行う事業者は、回収容器を設置し、これ

を適正に管理するとともに、自動販売機周辺の清掃保持その他必要な措置

を講じなければならない。 

３ 自動販売機の設置または管理を行う事業者は、回収容器を設置し、これ

を適正に管理するとともに、自動販売機周辺の清掃保持その他必要な措置

を講じなければならない。 

４ 事業者等は、前３項に定める責務について、従業員その他事業活動に従

事する者に周知しなければならない。 

４ 事業者等は、前３項に定める責務について、従業員その他事業活動に従

事する者に周知しなければならない。 

５ 事業者等は、この条例の目的を達成するため、区および関係行政機関が

実施する施策に協力しなければならない。 

５ 事業者等は、この条例の目的を達成するため、区および関係行政機関が

実施する施策に協力しなければならない。 

（関係行政機関の責務） （関係行政機関の責務） 
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改正後 改正前 

第６条 関係行政機関は、この条例の目的を達成するため、区が実施する施

策に協力するものとする。 

第６条 関係行政機関は、この条例の目的を達成するため、区が実施する施

策に協力するものとする。 

（公共の場所の管理者の責務） （公共の場所の管理者の責務） 

第７条 公共の場所の管理者は、公共の場所を清潔に保ち、かつ、みだりに

吸い殻・空き缶等の投げ捨てがされないように適正に管理しなければなら

ない。 

第７条 道路管理者、公園管理者等の公共の場所の管理者は、公共の場所を

清潔に保ち、かつ、みだりに吸い殻・空き缶等の投げ捨てがされないよう

に適正に管理しなければならない。 

２ 区長は、必要に応じ、公共の場所の管理者（当該公共の場所の管理者が

区長である場合を除く。）に清掃その他適切な維持管理を行うよう要請す

るものとする。 

２ 区長は、必要に応じ、前項の管理者に清掃その他適切な維持管理を行う

よう要請するものとする。 

 （公共の場所における喫煙の禁止）  

第８条 何人も、公共の場所において、喫煙してはならない。ただし、規則

で定める指定喫煙場所（以下「指定喫煙場所」という。）においては、こ

の限りでない。 

（新設） 

（公共の場所の清浄保持） （公共の場所の清浄保持） 

第９条 何人も、公共の場所において、みだりに吸い殻・空き缶等の投げ捨

てをしてはならない。 

第８条 何人も、公共の場所において、みだりに吸い殻・空き缶等の投げ捨

てをしてはならない。 

 （喫煙者の責務） 

（削除） 第９条 何人も、公共の場所において、歩行中（自転車乗車中を含む。）に

喫煙をしないように努めなければならない。 

（土地所有者等の責務） （土地所有者等の責務） 

第10条 土地、建物または工作物を所有し、占有し、または管理する者（以

下「土地所有者等」という。）は、その土地、建物または工作物およびそ

れらの周辺を清潔に保ち、良好な生活環境を保全するよう努めなければな

らない。 

第10条 土地、建物または工作物を所有し、占有し、または管理する者（以

下「土地所有者等」という。）は、その土地、建物または工作物およびそ

れらの周辺を清潔に保ち、良好な生活環境を保全するよう努めなければな

らない。 

２ 土地所有者等は、この条例の目的を達成するため、区が実施する施策に

協力しなければならない。 

２ 土地所有者等は、この条例の目的を達成するため、区が実施する施策に

協力しなければならない。 

（路上喫煙禁止・地域美化推進地区） （路上喫煙禁止・地域美化推進地区） 

第11条 区長は、公衆が出入りし、吸い殻・空き缶等の散乱が著しいため、第11条 区長は、公衆が出入りし、吸い殻・空き缶等の散乱が著しいため、
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改正後 改正前 

特に区民等の安全および地域の美化を図る必要があると認める地区を、路

上喫煙禁止・地域美化推進地区（以下「推進地区」という。）として指定

することができる。 

特に区民等の安全および地域の美化を図る必要があると認める地区を、路

上喫煙禁止・地域美化推進地区として指定することができる。 

２ 前項に規定する指定は、終日または時間帯を限って行うことができる。 ２ 前項に規定する指定は、終日または時間帯を限って行うことができる。 

３ 区長は、必要があると認めるときは、推進地区を変更し、または解除す

ることができる。 

３ 区長は、必要があると認めるときは、路上喫煙禁止・地域美化推進地区

を変更し、または解除することができる。 

４ 区長は、第１項または前項の規定により、推進地区を指定し、変更し、

または解除しようとするときは、当該地区の公共的団体および関係行政機

関の意見を聴くものとする。 

４ 区長は、第１項または前項の規定により、路上喫煙禁止・地域美化推進

地区を指定し、変更し、または解除しようとするときは、当該地区の公共

的団体および関係行政機関の意見を聴くものとする。 

５ 区長は、第１項または第３項の規定により、推進地区を指定し、変更し、

または解除したときは、規則で定める事項を告示しなければならない。 

５ 区長は、第１項または第３項の規定により、路上喫煙禁止・地域美化推

進地区を指定し、変更し、または解除したときは、規則で定める事項を告

示しなければならない。 

（吸い殻・空き缶等の投げ捨て禁止） （吸い殻・空き缶等の投げ捨て禁止） 

第12条 何人も、推進地区内の公共の場所において、吸い殻・空き缶等の投

げ捨てをしてはならない。 

第12条 何人も、路上喫煙禁止・地域美化推進地区内の公共の場所において、

吸い殻・空き缶等の投げ捨てをしてはならない。 

 （路上喫煙の禁止） 

（削除） 第13条 何人も、路上喫煙禁止・地域美化推進地区内の道路上（駅舎周辺で

一般交通の用に供する場所を含む。第16条第２号において同じ。）におい

て喫煙してはならない。 

（改善命令および公表） （改善命令および公表） 

第13条 区長は、第５条第２項および第３項ならびに第７条第１項のいずれ

かの規定に違反することにより、生活環境を著しく害していると認められ

る者に対し、期限を定めて必要な改善その他の措置を講じるよう命じるこ

とができる。 

第14条 区長は、第５条第２項および第３項ならびに第７条第１項のいずれ

かの規定に違反することにより、生活環境を著しく害していると認められ

る者に対し、期限を定めて必要な改善その他の措置を講じるよう命じるこ

とができる。 

２ 区長は、前項の規定による命令を受けた者が、正当な理由がなく当該命

令に従わないときは、その旨を公表することができる。 

２ 区長は、前項の規定による命令を受けた者が、正当な理由がなく当該命

令に従わないときは、その旨を公表することができる。 

（委任） （委任） 

第14条 この条例の施行について必要な事項は、規則で定める。 第15条 この条例の施行について必要な事項は、規則で定める。 
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改正後 改正前 

（罰則） （罰則） 

第15条 次の各号のいずれかに該当する者は、１万円以下の過料に処する。 第16条 次の各号のいずれかに該当する者は、１万円以下の過料に処する。 

(１) 第８条の規定に違反し、推進地区内の道路上（駅舎周辺で一般交通

の用に供する場所を含み、指定喫煙場所を除く。）において喫煙した者 

 

(２) 第12条の規定に違反し、推進地区内の公共の場所において、吸い殻・

空き缶等の投げ捨てをし、生活環境を著しく害していると認められる者 

(１) 第12条の規定に違反し、路上喫煙禁止・地域美化推進地区内の公共

の場所において、吸い殻・空き缶等の投げ捨てをし、生活環境を著しく

害していると認められる者 

 (２) 第13条の規定に違反し、路上喫煙禁止・地域美化推進地区内の道路

上において喫煙した者 

付 則  

１ この条例は、令和７年７月１日から施行する。  

２ この条例の施行前にした行為に対する罰則の適用については、なお従前

の例による。 

 

  

 


